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急
勾
配
の
碓う

す
い氷
峠

　

高
原
の
軽
井
沢
か
ら
碓
氷
峠
の
麓
の
横
川
ま
で

一
二
・
二
㎞
。
高
低
差
は
五
五
〇
ｍ
。
こ
の
区
間
の

勾
配
は
六
〇
‰（
パ
ー
ミ
ル
）を
優
に
越
え
る
。
全

国
各
地
の
急
勾
配
線
は
二
〇 

～ 

三
〇
‰
程
度
で

あ
る
か
ら
碓
氷
峠
の
特
異
性
は
際
立
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
軽
井
沢 

― 

横
川
間
に
ア
プ
ト
式
鉄
道

が
採
用
さ
れ
た
。
所
要
時
間
は
上
り
、
下
り
と
も

等
し
く
、
四
五
分
位
で
あ
る
。

・信越本線

　熊ノ平 ― 横川

上野行き普通列車の車窓か
ら後方を見る。電化区間で
あるが、頭上に架線が無い。

・信越本線　　熊ノ平 ― 横川

明治のトンネルは断面が小さい。

　

軽
井
沢
に
到
着
し
た
上
り
列
車
は
、
蒸
気
機
関

車
を
解
放
。ア
プ
ト
式
電
気
機
関
車
を
連
結
す
る
。

横
川
方
に
三
輌
、
軽
井
沢
方
に
一
輌
、
合
計
四
輌
。

坂
の
下
の
方
に
多
く
の
機
関
車
を
付
け
る
。

　

軽
井
沢
を
出
発
し
た
上
り
列
車
は
、
少
し
走
っ

た
と
こ
ろ
で
、
ほ
と
ん
ど
止
ま
り
そ
う
に
な
る
位

の
最
徐
行
を
す
る
。
機
関
車
の
ピ
ニ
オ
ン
ギ
ヤ
を

ラ
ッ
ク
レ
ー
ル
に
か
み
合
わ
せ
る
。

　

ギ
ヤ
が
か
み
合
う
と
走
行
音
が
変
わ
る
。
ゴ
ト

ゴ
ト
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
異
様
な
感
じ
。

　

い
く
つ
も
の
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
り
、
レ
ン
ガ
積

み
の
ア
ー
チ
橋
を
渡
っ
て
、
急
勾
配
を
降
り
て
行

く
。
車
内
の
通
路
を
歩
く
と
、
い
か
に
大
変
な
急

勾
配
で
あ
る
か
、
体
感
で
き
る
。

　

四
輌
の
す
べ
て
の
機
関
車
に
乗
務
員
が
乗
り
、

汽
笛
（
ホ
イ
ッ
ス
ル
）
を
頼
り
に
、
協
調
運
転
。

先
頭
の
機
関
車
の
汽
笛
に
呼
応
し
て
他
の
機
関
車

が
、
次
々
と
汽
笛
を
鳴
ら
す
。
ス
イ
ス
の
登
山
鉄

道
の
よ
う
に
、
汽
笛
の
音
階
は
機
関
車
毎
に
少
し

ず
つ
変
え
て
あ
る
の
で
、四
つ
の
音
色
の
汽
笛
が
、

碓
氷
峠
の
山
峡
に
ひ
び
き
渡
る
。

（
昭
和
三
十
七
年
）

・信越本線　横川

車窓から見る横川機関庫。
車庫の妻面に、蒸気機関車
の煙の煤が残る。

・信越本線　横川

上野発柏崎行き普通第315 
列車。子供達のにぎやかな
声が聞こえそう。
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横
川
か
ら
高
崎
へ

　

上
り
列
車
が
横
川
駅
に
着
く
。
ア
プ
ト
式
電
気

機
関
車
は
解
放
さ
れ
、
再
び
蒸
気
機
関
車
が
連
結

さ
れ
る
。

　

停
車
時
間
が
長
い
の
で
、
駅
弁
を
買
い
求
め
る

の
に
都
合
が
良
い
。
駅
弁
は
幕
の
内
弁
当
の
他
に

釜
め
し
が
あ
る
。
こ
の
当
時
か
ら
、「
峠
の
釜
め

し
」
と
し
て
有
名
と
な
り
、
し
ば
し
ば
入
手
困
難

と
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。益
子
焼
の
重
い
容
器
に
、

炊
き
込
み
ご
飯
、
そ
の
上
に
具
が
盛
ら
れ
、
容
器

の
外
に
、
香
の
物
を
セ
ッ
ト
し
た
小
箱
が
付
く
。

価
格
は
一
二
〇
円
。
幕
の
内
弁
当
よ
り
も
低
い
価

格
に
設
定
し
て
あ
る
。
列
車
が
動
き
出
す
と
、
売

り
子
全
員
ホ
ー
ム
に
整
列
。
帽
子
を
取
っ
て
列
車

を
見
送
る
。

　

横
川
を
発
っ
た
上
り
列
車
は
奇
怪
な
山
容
の
妙

義
山
を
後
に
し
て
、
碓
氷
川
に
沿
っ
て
勾
配
線
を

駆
け
下
る
。

　

ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
の
松
井
田
を
過
ぎ
る
と
平
坦

線
と
な
り
、
高
崎
に
至
る
。

（
昭
和
三
十
七
年
）

・信越本線　横川

碓氷峠をめざして、走り去
る柏崎行き普通列車。写真
の 3 輌の電気機関車は、後
部補助機関車。左奥の山
は、小雨にけむる妙義山。

・信越本線　横川

横川 ― 高崎は蒸気機関車
の世界。季節運転の上野発
長野行き準急行第 1305 列
車「高原」が到着。

客車は欧風の軽量客庫。

関
東
平
野
を
走
る

　
「
関
東
と
信
越
つ
な
ぐ
高
崎
市
」
と
、「
上じ
ょ
う
も
う毛か

る
た
」
に
在
る
よ
う
に
、
高
崎
は
二
つ
の
機
関
庫

と
貨
車
操
車
場
を
擁
す
る
鉄
道
の
要
衝
で
あ
る
。

　

高
崎
を
発
っ
た
高
崎
線
の
列
車
は
平
坦
な
関
東

平
野
（
よ
く
見
る
と
多
少
の
起
伏
は
あ
る
）
を
快

走
す
る
。
早
く
か
ら
複
線
化
、
電
化
さ
れ
た
高
崎

線
は
車
輌
も
線
路
も
東
海
道
本
線
を
彷
彿
と
さ
せ

る
も
の
が
あ
る
。

　

車
窓
の
風
景
は
桑
畑
、
水
田
、
雑
木
林
が
続
き
、

夏
な
ら
緑
一
色
。
木
立
に
か
く
れ
て
農
家
が
見
え

な
い
ほ
ど
緑
が
多
い
。

　

や
が
て
東
北
本
線
と
合
流
し
て
大
宮
駅
。
そ
の

南
に
は
機
関
庫
と
広
大
な
貨
車
操
車
場
が
あ
り
、

数
多
く
の
入
換
用
機
関
車
が
煙
を
あ
げ
て
い
る
。

　

こ
れ
を
過
ぎ
る
と
再
び
田
園
風
景
と
な
る
。
川

口
あ
た
り
で
は
、
車
窓
に
流
れ
る
近
景
の
雑
木
林

の
奥
に
あ
る
無
線
塔
の
列
が
、
列
車
に
付
い
て
来

る
か
の
よ
う
に
見
え
る
の
が
印
象
的
。

　

鋳
物
工
場
の
屋
根
と
看
板
を
見
な
が
ら
荒
川
を

渡
る
。

　

尾お

く久
の
操
車
場
に
数
多
く
の
客
車
を
見
る
。車
内

放
送
が
終
点
上
野
に
近
づ
い
た
事
を
知
ら
せ
る
。

（
昭
和
三
十
七
年
）

・高崎線

　高崎 ― 大宮

上野行き普通列車の車窓。
桑畑と雑木林が続く。

・高崎線

　高崎 ― 大宮

大きな駅を通るとき、車窓
に水に浮かぶ方式のガス
ホルダーが現われる。ガス
の貯蔵量に応じて高さが
変わる。
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東
京
の
北
の
玄
関
　
上
野
駅

　

上
野
駅
の
正
面
玄
関
口
ま
た
は
広
小
路
口
か
ら

入
る
と
、
そ
こ
は
広
い
コ
ン
コ
ー
ス
。
奥
に
改
札

口
が
あ
り
、
行
き
止
ま
り
式
の
ホ
ー
ム
に
は
、
出

発
を
待
つ
汽
車
の
後
ろ
姿
が
あ
る
。

　

見
上
げ
る
と
猪
熊
弦
一
郎
作
の
大
き
な
壁
画
が

あ
る
。
多
く
の
人
々
が
行
き
交
う
広
い
コ
ン
コ
ー

ス
は
、
ど
こ
か
欧
州
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
想
わ
せ

る
。
長
旅
の
上
り
列
車
が
到
着
。

「
列
車
が
よ
く
停
ま
っ
て
か
ら
お
降
り
く
だ
さ
い
。

う
え
の
～
、
う
え
の
～
。
…
…
」

　

機
関
車
は
車
止
め
の
直
前
ま
で
来
て
停
ま
る
。

降
車
客
の
列
が
機
関
車
の
傍
を
通
り
過
ぎ
る
。
石

川
啄
木
の
「
ふ
る
さ
と
の
訛
り
懐
か
し 

…
…
」
の

一
節
を
思
い
出
す
。

　

天
井
の
低
い
、
タ
イ
ル
張
り
の
通
路
を
通
っ
て
、

国
電
、
常
磐
線
の
高
い
位
置
の
ホ
ー
ム
へ
。
山
手

線
、
京
浜
東
北
線
の
電
車
と
、
青
森
方
面
の
長
距
離

列
車
が
発
着
す
る
光
景
は
、別
の
駅
の
よ
う
に
雰
囲

気
が
異
な
る
。
蒸
気
機
関
車
、
在
来
型
の
電
車
、
新

し
い
軽
快
な
電
車 

…
…
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
東
海
道
新
幹
線
開
業
ま

で
あ
と
二
年
。
古
い
も
の
と
、新
し
い
も
の
と
共
存

す
る
上
野
駅
で
あ
る
。　
　
（
昭
和
三
十
七
年
）

・上野駅

上野公園口から眺める。

停車中の汽車は北海道観
光団体専用第 1013 列車。
手前は山手線。明るい塗装
色の新型電車は世間の注
目を集めた。

・上野駅

上野までの長旅を終えた
汽車は後進運転により、尾
久に引き上げる。写真左奥
には、ブドウ色の在来型の
国電。

東
京
都
心
で
聞
く
汽
笛

　
■
東
京
駅

　

昭
和
三
十
六
年
三
月
ま
で
、
あ
の
東
京
駅
か
ら

大
型
蒸
気
機
関
車
の
引
く
客
車
列
車
が
、
一
本
だ

け
毎
日
出
発
し
て
い
た
。
常
磐
線
の
平

た
い
ら

行
き
普
通

列
車
で
あ
る
。
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
出
か
け
た
が
撮

り
損
な
い
、
今
も
っ
て
残
念
で
あ
る
。

　
■
常
磐
線
　
日
暮
里 

― 

上
野

　

池
袋
、
大
塚
か
ら
山
手
線
の
電
車
に
乗
っ
て
上

野
、
東
京
方
面
に
行
く
と
き
は
、
日
暮
里
で
降
り
て
、

常
磐
線
の
上
り
列
車
を
待
っ
た
。
国
電
区
間
の
切
符

で
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
蒸
気
機
関
車
の
旅
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
た
。　
　
　
　
　
　
（
昭
和
三
十
六
年
）

　
■
神
田
志
乃
多
寿
司

　

母
に
連
れ
ら
れ
て
東
北
本
線
の
列
車
か
ら
東
海

道
本
線
の
夜
行
列
車
に
乗
り
継
ぐ
と
き
、
売
店
で

神
田
志
乃
多
寿
司
を
買
う
の
が
常
で
あ
っ
た
。
か

ん
ぴ
ょ
う
入
り
の
の
り
巻
き
と
い
な
り
寿
司
の
シ

ン
プ
ル
な
も
の
。　
　
　
　
（
昭
和
三
十
年
頃
）

　

そ
の
後
半
世
紀
以
上
経
っ
た
が
、鈴
木
信
太
郎
の

絵
を
あ
し
ら
っ
た
包
装
紙
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。

・上野駅

青森行き急行第 203 列車
「北上」。ホームには大勢の
見送りの人々。上野を 16
時 5 分に出発。仙台着 22
時 8 分、盛岡着午前 1 時 48
分、終点青森着は朝 6 時 3
分である（昭和 36 年）。

・上野駅

水戸行き普通第 439 列車。
八月。客車内は暑いが、走
り出せば窓から風が入る。


